
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S − 108

1　　　　 ヒ トパ ピロ ーマ ウ イル ス （HPV ）の

ウイル ス 様粒子 （virus
−like　particles；VLP ）を

抗原 と した新 しい 血清診断法 の確 立
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子蛋 白（Ll）に 対す る抗体測 定
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　（目的）HPV が子宮頚癌 、尖圭 コ ン ジ ロ

ー
マ の 発生 に 関与す る こ とが知 られて い る

が、HPV ウイ ル ス 粒子 を分離で きない 現

在 この ウ イル ス の感染 を推定する血清診断

法は存在 しな い
。 我々 は 、 ウイ ル ス 粒子 と

同様 の外 殻構造 を とる が、 ウ イ ル ス 遺伝 r一

を持 た な い HPV ウイル ス 様粒子 （virus−1ike

particles；　VLP ）を酵母 よ り作成する方法を初

めて 開発 し、この VLP を抗原 に した ELISA

法に よ り HPV 　6 型、　 HPV 　16 型感染の 血清

診断の 確 立 を試み た 。

　（方 法）VLP を酵母 よ り精製 し、 そ れ を プ

レ ー トに 固相化 し、 尖圭 コ ン ジ ロ
ー

マ 、子

宮頚癌お よ びそ の 前癌病変患者血清 を加 え、
ペ ル オキ シ ダ ーゼ 標識抗ヒ ト抗体 を反応 さ

せ 、 発色後 、 そ の OD 値 を 測定 した 。 正常

値 の 設定に は 1歳の 子供の 血 清 を用 い た 。

（結果）HPV 　16−ELISA で は病変に HPV 　16

型 DNA が 陽性 で あ っ た患者の 61％ 、 44％、

39％ に IgA、　 IgG 、
　 IgM 抗体価が 各々 上 昇

して お り、 HPV 　6、 11、 18型 DNA 陽性例

で は 0％ 、 17％ 、 33％ に IgA、　 IgG、　 IgM

抗体価 の 上 昇が見 られた 。 また子宮頚癌患

者な らび に子宮頚部 高度異形成患者 で は

IgM を除 くIgA
，
　IgG 抗体 の 平均値 は健常婦

入 に 比べ 有為に上昇 して い た 。
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方 、

コ ン

ジ ロ
ー

マ 患者 で はHPV 　6−ELISA に お い て

66％、 40％ 、36％ に IgA、　 IgG 、　 IgM 抗体

抗体価の 上昇が見 られ た 。

（結論）HPV 　6 型、 16 型 に反応す る ヒ ト

血清抗体価 の 上昇は 臨床像 と高い 相関関

係 が認め られた こ とよ り、 この ア ッ セ イ系

は HPV 感染 の診断に 有用 で ある 可 能性が

示唆 され た 。

［目的］HPV の 主要粒子蛋 白（L1）に対す る抗体測定

系 を開発 し、 ヒ トが どの よ うに 抗L1 抗体を保有

して い るか を調べ る こ とに よ っ て、HPV 感染の 実

態を知る こ と を 目的 と す る
。

［方法】HPV6b ，16，18，58 型 の L1蛋白を各 々 バ キ ュ ロ

ウ イ ル ス ベ クタ
ー1夜盗蛾細胞（Sf」9）系で大量発現

させ 、培養細胞内で 自律的 に形成され る ウ イ ル ス

様粒子（VLP ；virus
−like　particle）を塩化セ シ ウ ム平衡

遠心法で精製 して ELISA の 抗原 と した 。 各々 の

VLP の 形成 は電子顕微鏡で 確認 さ れ た 。
　 CIN 及 び

子宮頚癌患者107 例、尖圭 コ ン ジ ロ ー
マ 患者38例 、

健常人女性208 例 を対象と して ELISA に て ヒ ト血

清 中 の 抗L1抗体の検出 を試み た 。

［成績］子宮頚癌発症に関与 して い る と考えられ て

い るHPV16 ，18，58の L1蛋白に 対す る 抗体 は い ず れ

もCIN 及び子宮頚癌患者に 特異的に検出 され た 。

CIN 及 び 子宮頚 癌患 者の 27％ で 抗HPV16 ，18，58L1

抗体 の い ずれかが陽性 で あ っ た。HPV6b の感染が

原因 とされ る 尖圭 コ ン ジ ロ ーマ 患者 の 26％ に抗

HPV6bLI 抗体 が検 出 され た 。 また、陽性 と判定

さ れ た ヒ ト血清 中の 抗体 は SDS 処 理 で 粒子構造 を

壊 され たL1蛋 白 との 反応 は弱 く、 L1蛋 白は粒子

構造 をと る こ とに よ っ て 初め て 抗原 と して 認識 さ

れ る こ とが示 された 。

［結論】VLP を抗原 とする こ とで感度良 く、しか も

ある 程 度 型特 異 的 に ヒ ト血 清中 の 抗 L1 抗体検出

が可能 であ っ た 。 しか し、複数の抗原 に同時に陽

性 とな る 血清で はそ れ が 交差反応を示 して い る の

か 、重複感染 を示 して い る の か現 時点で は不明 で

あ り、今後さ らに 血清学 的検討 が必 要 で あ る。
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